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令和５年度
生活支援サポーター養成講座を開催しました！
　本会では、「生活支援サポーター養成講座」を開催し、いつまでも住み慣れた地域
で元気に暮らすために、地域住民の助け合いをさらに広めていくための地域のサポーター
（生活支援サポーター）を養成しています。
　令和５年度も養成講座を実施し、新たに１７名のサポーターが誕生しました。
　サポーター登録後は、自分たちにできる範囲の見守り活動や地域での介護予防活動に取り組ん
でいただいています。今年度も、新たな担い手の養成とこれまで養成したサポーターのフォロー
アップに引き続き取り組んでいきます。

令和５年度生活支援サポーター養成講座修了者令和５年度生活支援サポーター養成講座修了者
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令和６年度日向市社会福祉協議会運営方針

令和６年度収支予算の概要

　本会は地域福祉を推進する中核的な団体として、地域住民及び福祉組織・関係者の協働により地域生活課題の
解決に取り組み、誰もが支えあいながら安心して暮らすことができる「ともに生きる豊かな地域社会づくり」を
進めます。令和６年度は以下の経営理念及び基本方針のもと活動していきます。

　令和６年度の予算総額は３億９９３８万５千円になります。前年度比約６．３％の増額です。概要は下記の通
りです。昨年と比較し全体的に増額の予算編成になっています。内訳は、国内外の情勢の変化等による物価高騰
や働き方改革、最低賃金の改正等に伴う人件費の見直しが中心になります。

○ 令和６年度　当初予算総額　　　 　　　　 ４２４，３８６ 千円（前年度比　約６．３％増　２５，００１千円　増）
　（財源内訳）　 補助、助成金、受託金等  　　　２６２，７６２ 千円（前年度比　約５．３％増　１３，２６０千円　増)
　　　　　　　自主財源（会費、寄付金等）　　１６１，６２４ 千円（前年度比　約７．８％増　１１，７４１千円　増)

⑴ 地域住民を主体とした「ともに生きる豊かな地域社会」の実現
⑵ 誰もが人格と個性が尊重され、その人らしい生活をおくることができる福祉サービスの実現
⑶ 地域住民及び福祉組織・関係者の協働による包括的な支援体制の構築
⑷ 地域生活課題に基づく先駆的・開拓的なサービス・活動の創出
⑸ 持続可能で責任ある自律した組織経営

【収入の部】 【支出の部】補助・助成金　
58,835千円（13.8%）

地域支援費
57,194千円（13.5%）

自立支援費
47,372千円（11.2%）

在宅支援費
30,167千円（7.1%）

東郷支所
36,978千円（8.7%）

法人運営費
138,833千円（32.7%）

施設管理費営費
113,842千円（26.8%）

その他　
86,961千円（20.5%）

委託金　
203,927千円（48.1%）

介護保険・障がい給付費
34,409千円（8.1%）

会費・寄付金
10,460千円（2.5%）

繰入金
29,794千円（7.0%）

【経営理念】

⑴ 地域に開かれた組織として、経営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとともに、情報公開や説明責任
　 を果たし、地域社会の支持・信頼を得られるよう、積極的な情報発信を図る。
⑵ 事業の展開にあたって、「連携・協働の場」（プラットフォーム）としての役割を十分に発揮し、地域住
　 民や関係機関・団体等、あらゆる関係者の参加と協働を徹底する。
⑶ 事業の効果測定やコスト把握等の事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自律した経営を行う。
⑷ すべての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守する。

【基本方針】

科　目 金　額（千円） 構成比（％）
補 助・助 成 金
委 託 費
介護保険・障がい給付費
会 費・寄 付 金
そ の 他
繰 入 金
合 計

58,835
203,927
34,409
10,460
86,961
29,794
424,386

13.8
48.1
8.1
2.5
20.5
7.0
100

科　目 金　額（千円） 構成比（％）
法 人 運 営 費
施設管理費営費
地 域 支 援 費
自 立 支 援 費
在 宅 支 援 費
東 郷 支 所
合 計

138,833
113,842
57,194
47,372
30,167
36,978
424,386

32.7
26.8
13.5
11.2
7.1
8.7
100
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　地域住民の複雑化・複合化した生活課題に対し、
専門職による包括的な支援と地域住民の主体的な活
動の協働によって解決できる支援体制を構築し、地
域共生社会の実現を目指します。

　本会の組織体制の強化、行政と本会の連携・協働を推進することを目的に、平成３１年４月より、日向市役所から
職員１名の人事派遣を継続してきました。
　今年度から、本会職員の研修、組織活性化、行政との相互理解をより一層深めていくため、新たに人事交流事業と
して本会職員１名を日向市役所へ派遣しています。

　本会として、地域福祉に関する具体的な施策を実現していくためには、日向市役所との連携が必要不可欠である
と考えています。また、高齢者、児童、障がいを含むすべての人を対象とした地域福祉を推進していくためには、日向
市役所内各課と地域福祉についての共通理解を図っていくことが重要です。今後も行政とパートナーシップを組み、
地域福祉を推進する中核的な団体として事業推進を行っていきます。

令和６年度重点目標

令和６年度より日向市役所との人事交流がスタートします！！

令和６年度は６つの重点目標を設定し、地域生活課題に対応していきます。
重点事業 １　
重層的支援体制整備事業

　地域で自立した生活を送ることが困難な個人や
世帯に対して、総合相談体制の強化を図り、自立し
た生活を送るために必要な支援を行います。

重点事業 ２　
生活困窮者自立支援事業

　日向市内６圏域に生活支援コーディネーターを配
置し、地域住民を含めた多様な主体による生活支援
サービス提供体制の構築を行い、地域生活課題の解
決に取り組みます。

重点事業 ３　
生活支援サービス体制構築等
推進事業 　保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校の

児童に対し、授業終了後に「遊び」及び「生活の
場」の提供を通して心身の健全な育成を図ってい
きます。

重点事業 ４　
放課後児童健全育成事業

　長寿高齢社会の進展に伴い判断能力が不十分で日
常生活での支援が必要な方々が急増している現状に
対して、日常生活自立支援事業、法人後見体制整備支
援事業の支援体制の整備・充実に努めてまいります。

　４月１日より、日向市役所から
本会へ派遣されました。
　多岐にわたる福祉課題に対処す
るため、これまでの行政経験を生
かし、人と人のつながりを尊重し
ながら、福祉のまちづくりに尽力
します。
　よろしくお願いいたします。

　４月１日より、日向市役所に派遣
されました。福祉行政について学ば
せていただいています。
　これまでの社協での学びや経験
を活かしながら、日向市、本会の今
後の発展のため、尽力して参ります。
　力をつけて戻ってきます！！

重点事業 ５　
権利擁護支援体制整備事業

日向市役所から本会へ派遣

日向市社会福祉協議会
地域福祉課　地域支援係　課長　黒木　由明

日向市役所
福祉部　福祉課　地域共生政策係　五十川　裕真

本会から日向市役所へ派遣

　人口減少による超高齢社会、地域の担い手不足等
の中山間地域特有の生活課題に対し、日向市作成の
「日向市東郷地域振興計画」に基づき、行政と共に課
題の抽出に取組み、地域住民を主体とした支援に引
き続き尽力していきます。

重点事業 ６　
中山間地域福祉推進体制事業
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 令和６年３月２６日、日向市社会福祉施設等連絡会総会が開催

されました。開始冒頭、日向市社会福祉施設等連絡会会長兼障が

い児者施設部会会長の黒木邦人施設長(障害者施設しおみの里）

よりご挨拶がありました。（以下要旨）

　昨年５月から新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類感染

症になり、今年度は各部会の研修及び全体研修に取り組むことが

できました。本日の総会においては令和６年度の計画について審

議をはかることになります。参加いただいた皆様（各施設・事業

所）からご意見をいただきながら、令和６年度日向市社会福祉施

設等連絡会活動をすすめてまいります。

　令和５年度は６４施設が日向市社会
福祉施設等連絡会に加盟しています。
児童施会２４施設、障がい児者施設１
５施設、高齢者施設２５施設から構成
されています。

　はじめに・・・
　地域共生社会の実現に向けたまちづく
りを目指し、平成３０年４月及び令和３
年４月に改正社会福祉法が施行されまし
た。背景には高齢者等の社会的孤立や８
０５０問題、老老介護やヤングケアラー
をめぐる問題、様々な事情を抱え生きづ
らさを感じている人などの課題に対し、
人が世代や分野を超えてつながる社会を
目指す動きがありました。
　また、令和元年度に出現した新型コロ
ナウイルス感染症の影響で多くの人が孤
独や孤立に陥りました。さらに、このウ
イルスは雇用や労働にも影響を与え、失
業するなど生活に困窮する人々が急増し
ています。
　その結果、生活課題と生活困窮が組み
合わさることで、複雑・多様化、かつ複
合化した課題を抱えながら、社会的孤立
や制度の狭間により深刻な状況に陥った
方(世帯）も多く見られてきました。
　これらの課題に対し、包括的な支援体
制の構築を目指し、従来の枠組みを堅持
しながらも児童や高齢者、障がい者など
の専門分野別の支援枠にとらわれること
なく分野をまたいで連携・協働し地域共
生社会の実現を目指して参ります。

令和6年3月日向市社会福祉施設等連絡会 総会報告

令和６年度事業計画
『地域共生社会の実現に向けて』

～加盟施設の連携・協働、包括的な支援体制構築を目指して～

（骨　子） 地域社会を取り巻く環境の変化と対応の必要性

連携・協働の目的

⑴ コロナ禍による福祉ニーズの拡大・顕在化
⑵ 地域生活課題の複雑化・複合化
⑶ 包括的な支援体制の構築に向けた連携・協働

⑴ 制度の縦割りを超えて包括的な支援を実現
⑵ 災害に強い地域づくり
⑶ 福祉教育、福祉人材の育成
⑷ 社会福祉法人等・福祉施設職員の学び合い

※⑴～⑷の連携・協働の目的に向け、全体活動
（計画）として取組んでいくことに承認されま
　した。

　また、それぞれの分野 (児童・障がい児者・
高齢者）ごとにも事業計画を示し、こちらも承
認されました。
●児童分野　…子ども子育て等に関する研修
●障がい分野…ＩＣＴ等の研修
●高齢者分野…ＩＣＴ等の研修
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認知症の人の 心 を知り、“同じ世界” を見る

認知症サポーター養成講座 を受講してみませんか？

　認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、偏見を持たず当
事者や家族を温かい目で見守る「応援者」です。近所で気になる人
がいればさりげなく見守る、街中で困っている人がいれば手助けをする
…等、日常生活の中で学びを活かすことを目的に養成しています。

□ 地域社会の実態
　 高齢者社会の現状と課題
　 日向市内の現状と課題

□ 認知症とは
　 認知症の疾患（仕組み）について

□ 認知症の人との接し方
　 認知症の人と関わる時の心構え

□ 認知症介護者の想い
　 認知症介護者・当事者の声

□ 地域で支える仕組み

□ 支え合い模擬訓練

　認知症は誰でもなりうる脳の病気であるため、自分が・周りの大切な
人たちが認知症になった時にどのようにすればよいのか、学んでおくこ
とは大切なことです。また、認知症は周りの人たちの接し方に
よって症状が変化します。少しでも多くの人たちが認知症を理解
することが認知症に優しい地域をつくることに繋がります。

　総合的な学習の時間・家庭科の授業を活用し、福祉教育の一環として
実施しています。講話を行うだけでなく、ロールプレイや学校周辺地域
の高齢者の集いの場に参加することを通して、“自分たちに何ができる
か”を主体的に考え、学びを実践する福祉教育を行っています。

　これまで、「お店に買い物に来る人で気になる人がいる」「訪問先
に気になる人が住んでいる」といった本会への情報提供から適切な支
援につながったというケースがあります。企業関係者の皆さんが認知
症について理解していただき、適切な対応を行っていただくことで、
当事者や家族にとって安心して暮らせる地域になっていきます。

担当：地域福祉課　加藤

日向高校１年生の皆さん地域の集いの場での実践
「困っていたらどうする？」
支え合い模擬訓練 日向高校１年生の皆さん

南日向ファミリーマート
第三営業所の皆さん
南日向ファミリーマート
第三営業所の皆さん

地域の集いの場での実践
「困っていたらどうする？」
支え合い模擬訓練

～ 認知症サポーターとは？ ～

◇ 学校教育 と 認知症サポーター養成講座

◇ 企業 と 認知症サポーター養成講座

～ なぜ認知症サポーター養成講座が必要なのか？ ～

　当事者や家族が安心して暮らせる地域社会にしていくためには、周りの人
たちが認知症を“我が事”として理解することが第一歩です。「日向市が、
認知症当事者や家族が安心して暮らせない地域だとしたら…」、皆さんが、
皆さんの家族が認知症になった時、幸せに暮らせるでしょうか？
　ぜひ、認知症サポーター養成講座を受講して、一緒に認知症の理解を深め
ていきましょう！　気軽にご相談ください。

～ 認知症当事者や家族が安心して暮らせる地域へ ～

講座内容

令和５年度実績

市内小学校　 ３校　延べ１７４名

市内高等学校 ３校　延べ３２６名

日向市内累計受講者数

9,974 名
（令和６年３月３１日現在）
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ボランティア活動をしている皆さん！！

Ｒ６年度ボランティア保険の加入手続きは完了していますか？

介護予防の新しい「歩く脳トレ」エクササイズ

どんな運動？ 活動のサポートを行っています！

スクエアステップとは？
スクエアステップ
　高齢者の介護予防（転倒予防・認知機能向上）をはじめ、成人の生活習慣病予防、子どもの身体機能の発達、
あらゆる年齢層の体力づくり・仲間づくりに適したエクササイズです。様々な研究と実践例から、スクエアステ
ップを継続すると、体力（身体機能）の向上、転倒リスクの低減効果が確認されています。
（NPO法人スクエアステップ協会　鹿屋体育大学　教授 中垣内真樹先生）

　一辺が２５センチの正方形のマスを利用し、
マット上で足踏みを行う運動プログラムです。
ステップパターンは１００種類以上用意されて
います。

・スクエアステップサポーター養成講座の開催（随時）
・百歳体操、サロン等での体験会の開催
・各地区公民館での活動支援

　各地区公民館等でスクエアステップを開催したい、どんな運動なのか体験してみたい場合は本会までお問
合せください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：地域福祉課

日向市細島地域学校協働活動
フェスティバル 細島公民館講座 体験会の開催

日向市細島地域学校協働活動
フェスティバル 細島公民館講座 体験会の開催

　担当：地域福祉課　藤田

１．ボランティア活動保険 ２．ボランティア行事用保険

加入手続きを完了した日の翌日～令和７年３月３１日まで補償
補償期間

行事開催期間中
加入手続きを完了した日の翌日以降の行事開催日から補償

地域福祉活動やボランティア活動の一環として日本国内で
開催される各種行事

補償期間

日本国内における「自発的な意思により他人や社会に
貢献する無償のボランティア活動」

保険は単年度ごとの加入が必要になります。
更新もお忘れなく！

　ボランティア活動中の事故や怪我に備え、ボランティア保険への加入をお勧めします。
　ボランティア活動に関する保険への質問やご相談は、お気軽に日向市ボランティア・市民活動センター
までお問合せください。

対　　象

対　　象

①Ａプラン　1日２８円～（最低保険料５６０円）
宿泊を伴わない 行事で、参加者が事前に特定できる場合

②Ｂプラン　1日２４１円～
宿泊を伴う場合（宿泊日数によって金額が異なる）

③Ｃプラン　１日２８円～（最低保険料５６０円）
宿泊を伴わない行事で、事前に参加者が特定できない場合

基本プラン　３５０円　　天災・地震補償プラン　５００円
プ ラ ン（１名あたり）　　

プ ラ ン（１名あたり）　　

ボランティア活動の往復途上の事故も補償

活動のための学習会や会議も対象！

熱中症や食中毒も補償されます！
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指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。管 ととししてて日向市からら管 をを受託ししてて、、事 営を行っってていいますをて かから て 運運営営をを行 て定 向定 営 す指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。指定管理者として日向市から管理を受託して、事業運営を行っています。

：52-8443 ：66-1177日知屋児童センター
ひ　ち　やじどうせんたー

日知屋児童センター 大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

大王谷児童館
だいおうだにじどうかん

５月１５日（水）
『親子でリズム遊び♪』（幼児親子対象）

☆音楽に合わせてリズミカルに
　体を動かしましょう♬
　時　　間：１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子で１５組程度
　参加申込：４月２２日（月）から

５月２２日（水）
『避難訓練（地震・火災）』
　　　　　（幼児親子、小・中・高生対象）（※1）

☆地震や火事が起きたらど
　うしよう。自分の身を守る
　ために訓練をしましょう。
　時　　間：
　１４：３０～１５：３０
　参加申込：不要

５月１１日（土）
『交通ルールをまもろう！』（小学生対象）
☆パネルやクイズ、模擬信号機で
　交通ルールを楽しく学びましょう。
　時　　間：
　１０：３０～１１：３０
　定　　員：３０名程度
　参加申込：４月２２日（月）から

５月２０日（月）
『安全教室（火災避難訓練）』
　　　　　（幼児親子、小・中・高生対象）（※２）
☆火事に遭遇した時に自分の身を
　守るための避難訓練をします。
　時　　間：
　１５：３０～１６：３０
　参加申込：不要

　
６月１７日（月）
『安全教室（地震避難訓練）』
　　　　　（幼児親子、小・中・高生対象）（※３）

☆自分の身を守るために
　どうしたら良いかを考え、
　学びましょう。
　時　　間：
　１５：３０～１６：３０
　参加申込：不要

６月２９日（土）
『運動遊び』（小学生対象）

☆集団ゲームやスポーツリズム、体育遊びをみんなで
　楽しもう♪
　時　　間：
　１４：００～１５：３０
　定　　員：３０名程度
　参加申込：６月１日（土）から

６月５日（水）
『ちびっこ運動会』（幼児親子対象）

☆はいはいかけっこヨーイドン！
　ミニミニ運動会♪
　時　　間：
　１０：３０～１１：３０
　定　　員：親子で１５組程度
　参加申込：５月１５日（水）から

６月２２日（土）
『手形・足形アート』（幼児親子対象）

☆手形・足形アートで成長記録を残してみませんか？
　時　　間：１０：００～１１：３０
　定　　員：親子７組
　参加申込：５月２７日（月）から

行事はいずれも無料で参加できますが、
必ず事前にお問合せください。
定員になり次第締め切りとさせて
いただきます。
（※１・２・３）につきましては、いつ
発生するか分からない災害に備えるた
め、来館者全員を対象に実施します。

Instagramで
情報発信しています♪
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　東郷支所では介護保険サービス・障がい者福祉サービ
スを提供しています。いつまでも、自分らしく住み慣れ
た地域で暮らしたいという想いにこたえるため、居宅介
護支援専門員（ケアマネジャー２名）とサービス提供責
任者２名、ホームヘルパー８名が日向市内の介護が必要
な高齢者や障がい者に支援を提供しています。介護のこ
となら、お気軽になんでもご相談ください。

勤 務 先：日向市社会福祉協議会東郷支所

　　　　　【日向市東郷町山陰丙１２６５番地２】

訪問地域：日向市全域

業務時間：１日１時間～ /週２，３日程度 /毎日でも可。

　　　　　希望休ひと月　６日以上　

業務内容：利用者宅にて生活援助・身体介助・同行援護・

　　　　　移動支援　（要資格者）

時　　給：１，１００円（他各種手当有り）

  　　　　※利用者宅に訪問した時間での算定

資　　格：ホームヘルパー２級、もしくは介護職員初任

　　　　　者研修修了者、介護福祉士、看護師、准看護師

　　　　　のいずれか※実務経験がない方でも一緒に同

　　　　　行して丁寧に教えます。

就労年齢：特に制限はありません。

　　　　　※事業所は日向市東郷町にありますので、サ

　　　　　ービス提供時は、自宅から利用者宅に出勤、そ

　　　　　のまま自宅へ直帰も可能です。

香典返し・一般寄付ありがとうございました。
令和６年２月分〈香典返し〉敬称略

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
河 野 和 代
岩 切 志津代
甲 斐 福 男
平 田 陽 子
黒 木 紀代乃
長 濱 和 紀
髙 橋 　 緑
直 野 憲 一
黒 木 道 徳
黒 木 玉 恵
河 野 睦 子
小 野 美 加
福 谷 ヤツ子
髙 山 　 修
三 尾 一 美
日 高 明 美
岸 本 哲 男
曽我部 ヤヨイ
甲 斐 ハルミ
工 藤 厚 子
鶴 田 富 子
黒 木 義 夫
黒 木 信 子

林 田 重 男
疋 田 キクヱ
甲 斐 　 萬
平 田 幸 男
黒 木 速 人
長 濱 千代子
髙 橋 　 博
直 野 キ ク
黒 木 福 義
黒 木 重 光
河 野 節 夫
小 野 タツ子
福 谷 孝 次
髙 山 俊 美
三 尾 サエ子
日 高 清 市
岸 本 哲 郎
曽我部 　 保
甲 斐 満 義
寺 原 久 子
鶴 田 浩 二
黒 木 キヨ子
黒 木 秀 樹

堀 一 方
亀 崎 中
迎 洋 園
往 還
切島山１
切島山２
上 原 町
長 江
田 の 原
西 草 場
下 原 町
向 洋 台
鶴 野 内
八 重 原
西 川 内
曽 根
往 還
切島山２
花 ケ 丘
小 野 田
花 ケ 丘
庄 手
亀 崎 東

令和６年２月分

日向市農業者年金受給者協議会
戸　高　五　美

氏　　名   金　額
〈一般寄付金〉敬称略　　

令和６年３月分〈香典返し〉敬称略

喪　主（または寄付者） 故　　人 地　区
三 宅 美佐子
佐 藤 正 夫
岡 村 賢 一
親 族 一 同
矢 野 昌 明
菅 原 里 美
成 合 伸 子
三 樹 畩 見
神 野 初 江
高 橋 エミ子
新 納 智 子
安 藤 洋 子
後 藤 光 子
直 野 幸 信
木 上 千枝子
矢 北 喜美子

三 宅 賢 明
佐 藤 カツ子
岡 村 明 子
福 田 マツ子
矢 野 光 子
菅 原 澄 男
成 合 髙 登
三 樹 キヨノ
神 野 智 親
高 橋 藤 市
河 野 常 子
安 藤 信 雄
後 藤 　 東
直 野 ミツル
木 上 真 澄
矢 北 照 男

川 路
江 良
坪 谷
下 原 町
比 良
下 原 町
曽 根
堀 一 方
切島山２
永 田
堀 一 方
金 ケ 浜
花 ケ 丘
福 瀬
遠 見
中 村

担当：東郷支所　関野 

居宅会議支援事業所
　（小西・奈須）

サービス提供責任者
　（海野・中村）

“介護のおしごと”の紹介と募集のお知らせ
　

定年後のセカンドキャリアや子育中など
ライフスタイルに合わせて
　　　　 　　一緒に働いてみませんか？
　

定年後のセカンドキャリアや子育中など
ライフスタイルに合わせて
　　　　 　　一緒に働いてみませんか？
　

30,364円
金一封

ホームヘルパー募集！　ホームヘルパー募集！　ホームヘルパー募集！　


